
●わが社の安全に関する反省事項と対策（令和6年度から）
・人身衝突事故が1件発生。
・速度10ｋ未満での低速走行時に起きる軽微な接触事故が複数回あった。
・構内での後突があった。
（いずれも、注意の集中がゆるみがちな場面がある）
対策：
・事故事例を共有し再発させないための意見を全員から集め、自分に置き換えて考える。
・あらゆる危険な場面を想定した予知トレーニングを安全衛生ミーティング内でおこな
う。

●輸送安全に関する目標達成状況
・令和6年度目標（交通事故：5件以下→結果　１9件【未達成】）
　　　　　　　　（商品事故：２件以下→結果　1件　【達成】）
　　　　　　　　（労災事故：０件　　→結果　0件　【達成】）

●自動車事故報告規則に規程する事故
・０件でした。
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●安全に関する情報交換方法
・通信ツールでの発信・返信。
・点呼時に情報交換。
・安全衛生ミーティングでの情報交換。

令和7年度（令和7年３月～令和8年２月）

わが社の「運輸安全マネジメント」の取組み

●輸送の安全に関する基本的な方針
・「プロドライバー」として「何より安全が最優先」の意識を常に持ち、社会的使命を遂
行する。
●社内への周知方法
・「安全方針」、「事故防止重点項目」を各営業所内に掲示する。
・日常点呼での呼びかけ、通信機器による安全教育の相互通信。

●安全方針に基づく目標
今年度の安全目標
・「重大事故ゼロを貫徹しよう！」
・「交通事故件数を対前年度比５０％以上削減」
・「労働災害事故ゼロを貫徹しよう！」

●目標達成のための計画
・月に一度配信による安全教育動画を通じ全社員共通の安全意識を都度確認する。
・通信ツールを使用し、管理者から輸送安全関連の情報を継続的に発信する。
・乗務前点呼時に各乗務員がその日の安全目標を宣言する。
・年度内半期に一度安全衛生ミーティングを実施する。
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